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西南日本外帯地質構造発逹史に闊する新知見

ー和歌山縣有田川流城の地質學的研究ー一

＼． 
松 本 逹 郎， 

(The geologic research of the Aritagawa Valley, Wakayama 

Prefecture—A Contribution to the Tectonic History of the 
Outer-Zone面 South-westJapan) 

I. 序

II. 中生界の層序

III. 地質構造

IV. 外帯の地質構造登達史に麗する新知見

I. 序

西南H本外帯及園東山地の古生界登逹地帯中には所々に新期中生界が狭長な盆地
≪ 

ヽ

朕又は複向斜朕構造を呈して分布してゐる。 これらの中生界盆地の地質については

古くから多く、の研究が積まれてゐるが，自分はその中和歌山縣有田川流域（湯棧町を

中心とする厖域）のものについて研究し，その結果西南日本外帯の地質構造登逹史に

朧する新知見を得た。こヽにその要綱を記述す．る。

II. 中生界の層序

(1) 岩相層序喝'......

和歌山縣有田郡碍淡町附近からその東方有田川流域に亘つて分布する新期中生界

(1.)岩相層序は次のやうである。

｀ 
下からJ::ヘ，

基盤：緻曲した秩父系-~

顕著な傾斜不整合ー←＿→＿-_―_—_--＿--—__--------ヘ-～~～

鼻

領石層群の一部，同時に下部物部川暦群の基底部，基底礫岩又は湯淡層（従来の定義

修正）：淘汰不良の礫岩を主とし，非海成介化石・植物化石を埋蔵した砂岩・頁岩

を伴ぴ，瀕海・河口成，一部陸成と考へられる堆積物。湯棧町西南に分布するも

のでは瀕海乃至浚海成介化石を含む砂岩・礫質砂岩を主とし，最下部近く植物化

石層がある。礫は主として秩父系の角岩，砂岩，粘板岩から成り多少の火成岩礫

． がある。 北方の高田附近のものでは御荷鉾系の岩石に比較＄れるべき緑色髪成 ・ 

岩類（差質斑綱岩，髪質輝緑岩，痩質玄武岩，痩質凝灰岩）と千枚岩類の大小の礫

を多量に含む。厚さ 100米内外

下部物部川層群主部

有田層I(新稲）：浚海成砂岩，細砂質頁岩，頁岩鼻，砂岩・頁岩交互層から成り，禍所
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により岩相は蔑分異るが，概して貞岩が優皓。 砂当には二角貝その他の介化石：

砂質頁店には菊石類，栂）jだ，イノセラムスなどり）化石を含む。時に石灰賀圃塊に

富み，又雨部では礁り）（石灰岩の V ソズを挟在し．これは従来談つて鳥巣統に封比

ごれてゐた。原ご 3--20(）米

-一時的上昇佼蝕を示す不整合

_I::部物部川層群（西廣—井訊］厨）

北部相＝四廣屑（修正）1:恭底磨告又はり聡質岩を以て始まり，下部は白色ア］レコー

ズ又は石的•長石質砂岩により特徽付けらい，柿々の厚ごで成屑しつ＼礫岩・貞岩

を作った一累）伍 所々に半鍼半談水成介化石崎，植物化石層，炭層，樹幹化石を

含む。厚さ 400-450米

南部相一井闊厨（修正） ：西湛詞の因相は州方に水牛浙移し拇成厨となる。種々の

厚さで成崎した青灰色砂岩，礫岩・,貞岩，砂岩・・貞岩細交互｝晉から成る。基底部に

は原成屈の粗粒岩多く，瀕詢・詞口成介化石）叶があり，主部の砂岩には稀に淡梅

成介化石，貝岩にはイノセブムスを亜し， l消l5では貞岩優勢。本層中にも樹幹化

石を合しことがある。 原さ 450--500米

井闊層は北牛では有田層を被ふか，訓則では砂岩・員岩・角岩•石灰岩 V ンズな

どより成る古期累｝訃（株父系又、は三賀山層群に対比＄れる可能性が多メるが未詳）

西廣一井刷層の粗粒物質は角店，砂闘貞岩以外に花闇岩，輝を不整合に被ふ。

岩，功岩類の火成岩が著しい供給源をなすr, iけして西廣帰には火成岩類からの供

給が特に多く，井刷層には水成岩類からの供給が多い傾向がある。

~・̂～～ジ` rこー～～ヘ一部は上部物部川）醤群上に平行的に累軍，

一部は秩交系に賛し頴芳な不整合

外和泉屑騨（新桐）
）`卜 1 、:i;

松原屈（修正）） ：井闊層の卜位に半行的に累屯。主として砂岩から成る粗粒淡

水成堆栢物。藍底には V ン喜伏に消長あ↑巨虞を合む礫岩があり．礫中には花樹

：、，石英斑岩，灼買石灰闘及若い水成岩〈ド位の中生界因石に類

似の砂岩・貞岩吋尼灰店）が多い巾下部）文卜判犀は貞岩又は貞炭•砂岩細交互居や

＼著しく，その一部にイノセープムス，菊石粕応扇幻）化石を産する」享＄4-り00米

岩類， アプうイ

二）I¥層（新梱） ：松原屑をは直接讃係不明で松原屑ど岩相かなり類似した一累厨
フクカ tI

が北東部に贅逹し北部で古生界下枚内類を順薯な不賂合で被：。その革底は貞

岩より始まるが，ど［恥部に砂質1,．叫伏石），}＜岩！ ／ズがあり＂そ／）中に某盤の角）加 Eへ

一”---- - ----------- ----~-

1) 四廣層の少なくない部分炉従来諜つて湯茂層中に合められてゐた。

ど） 従来松原暦として心たも心 J)一部は井闘階 1こ．一部は後『已〇二川需に 吏に一部は有田屠に入れなけ

ればならず，井閲層の上1立に来る部分のみが松胴濯プロペーである。

‘̀‘ 
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割礫を混ずる。こり石灰岩含有部もかつて島巣統に •n見つて拇J.ヒされたものであ
る。 原さ 700米内外

鳥阻城朋：二川崎の一部は水平的に岩相移化し，漸次細粒かつ成層不頴茨となり，

圏塊を合み菊石類，イノセラムス，拇謄などの化石に富んだ塊欣泥質細砂岩又は

細砂質泥岩を主とする堆梢物となる。一部に砂岩）切腎を挟在し，観察し得る巌1-:

部には砂岩・貝岩細交互帰がある。 烏屋城山を中心として分布し，従来烏屡城屑

としてよく知られたもの。 ｝厚ご 4-500米

(2) 拇比に資すべき主要化石

前節に記述した各累層に合有＄れてゐる化石に就ぎ今日迄自分の研究した結果、針・

比の参考資料たるべき事項として下記の知誠を得た。

¥， 1) 湯淡層からは Polymesoda 1Isodomel!al ｝加Im(｛1111i (NF1J¥IAYR)．C・）rhirIfla

sanchuensis YABE & NAGAO, 0. (Crassostrea) aff. yoshinzoensis KOBAYASHI & 

Suzuru, Ano・mia ;breudotruncataYABE.& NAGAO, Glauconia (?) cf. neunzayri YABE 

などのいはゆる領石型介化石を多産し，他方物部川・御船・曲所浦産のものに近似性

ある Astarteその他，未だ H本の中生界から未知の型の Carq11、tmsp．を産する。本

層の領石型植物化石の新たな検討は木完（今野数授御研究中）であり，産出の可能性

ある “Estheri(I’'は未だ採集してゐない。

(2) 有田層からは蜀比上極めて軍要な資料たる菊石類化石を得たが，その針究結果は

別の機會に公表した。 1) 同層からはこの外 Trigoniapocilliformis YOKOYAMA, T. 
丸

hok加 ido(f1/l・ YEHARA, T. kikuchiのzaYOKOYAMA, Cucullaea ・acuticarinata NAGAO, 

Parallelodon (?) yolwyamai (Y ABE & NAGAO J, Nuculana sanchuensis. Y ABE & 

NAGAO, Pecten (Neithea) cfr. atavus Romer, Gervillia forbesiana(「0RBIGNY,C. cfr 

・ harada£ YABE & NAGAO, Astarte cf. subsenecta YABE & NAGAO, Pleuromya (?) 

aff. gurgites (BRONGNIART), Tylostoma切 iyakoensisNAGAO などの物部川•宮古型の

介化石群を多産し，又従来物部） 1|層群からは未報告であったもの若干，且1] ち P~cten

(Propeamusium) c、•OIりPeri var. yubarensis Y ABE & NAGAO, Plicatula aff. sessile 

STOLICZKA, Ge;・villia shinoharai MATUMOTO MS, Inoccrarnus aff. wlonicus ANDE・ 

RSON, Ptychmnya n. sp. (?; (aff. P. densicostata NAGAO), Lucina (Myrtea) cfr. 

ezoensis,山wtinanippo1うicaMATUMOTO MSなどをも採集しだ。なほ海瞬に就いて

は大久保雅弘氏により EImll(lsier3種と Washitaster2種とが報告芯れ八父礁状

石灰岩の化石は江口元起氏に送付してあるが研究結呆は未公表である。

1) 租歌山縣湯海町附近古白垂糸産菊石頻化石に就いて （昭利l8年2月日本古生物學含例會詞演）

（要旨は本誌 2悠 1娩に記戴）

2) 湯浅産下部白堡杞湛朦（連報） （、昭租？0年'2月日本古生拗學會例會雖演）
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(3) 匝廣層には Gervilliashi11anoensis YABE & NAGAO, Ostreりcf. ryosekiensis 

KOBAYASHI & SUZUKI. Poly加 esoda (fsodo;nellal shiroiensis (Y ABE & NAGAO), 

Natica(／国auropsis)sanchuensis -YABE &沢AGAO,Jvlelania cfr. cancellata YABE 

& NAGA(）等の領石咽動物化石及若干の領石型植物化石を南すると同時に， Gervillia

preud叩 st1(J｛-a NAGAO, Cyr,位 (i c•[r. pseI［心tsulwi MATUMOTO 心1S, T:哀onia

pocitrifm加 isなとの物部川鶯古及御船型の介化石も見出される。

(4) 井嗣層基底部（こは Gervilliaforbesimw cl'ORBIGNY, C. sl五nanoensis YABE & 

NAGAOがある以外に未だ日本の後期中生界には報告ごれたことのない特異な介化石

が澤山にある。直岩巾の Jnocerm'）認1:Sの種類鑑定には末た材料が不十分である。

(5) 松原層中部には Gaudryceras densepli図 ttml (JIMB(-）}, 1尺'ossmaticeras (?) sp., 

Scaphites fJiかグculu•: i]IMBO), bwc£ram,.:s ctr. 屁t,()ajzmensisYEHARA, I (Sergipia) 

aka叩 tsuiYEHJ¥RJ¥を崖し，これは油河統下部階に特徽的なる化石組成である。

(6) いはゆる松原層壼の加ceramuss叫nidtiは 1nocera%msjal)(}nicus NAGAO & 

MATUMOTOでありこれを産した部分は二川層に所局する。

(7) 烏屋城層には Tetragonites(Ep'igoniceras) cfr. cala (FORBES), Jl.fenuites rotalino-

ides (YABE), Bostrychoceraゞ awajienseYABE em. SASAI, B. japonicuni (YABE), 

Pravitocerns sigm、cidaleY ABE, Bae砂 tessp., Inocしれzmusschmidti MICHAEL, I balticus 

BOEHM, I balt揺 svar. toyajoan硲 NAGA,° & lVIATUMOTO,その他の二枚介掏騰を産

し，これは浦河統敢＿ヒ部症階Jり至ヽトナイ統ド部に特徴的な化石糾成である。

(3) 到 比要約

層序並に化石から本地域中生界に就いてり列北結論を表記すると次のとほりで

ある。

時 代的層序恥分 岩 相 暦 序 へ'-，
 

，
 

，＂ 分

• ← ~ 

，，ヤ

(＿ ＿今ー・

新 l ヘトナイ統 —— 

人 地域的） I 
- 1 ・ i 

白
--

1 外 、和泉冶群 i 
I 鳥屋

| i甫ヽinJ 統，
翌 l | 

城喘；ニ Iii 肘

系 1 ギリ→ーク統 I~ ~ --• I 

古，
上部（宮古）執＇ 上部抄部 JllI箇群

l - --—-- -］------- -～~ ---------、-- _ _--- ----—_ 9 ～へ＿ ＿． 

白 I i ・、下部物部）11層群 ！ 有 田 層

中部（有田JII)統
-- -

---~— 
要， 1 -• -ー------1 ―-----------

一”---
---- ----- 基底礫岩

r _ ／一’-• -~ --`―~ 

系 1

-----
l ---- - --- 1ッ ‘̀9―ノ＿一（ I 湯浅層 ｀ ••---

下部（高知）統 I 領石屑群 ＇ 

,.（小ー・ー局地的）

四 廣 屑

，，，，， 

粒し

原

府
-----

闊 屑
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註 （1) 烏巣・領石・物部川の地質系統名は岩相層序阪分の地域的大翠位（層群）の名稲として用ひること

が妥嘗である。 これらの境は時代的藁分而と必ずしも一致しない。古白亜系の時代的逼分系統名としては

下部統＝高知統，中部統＝有田川統，上部統＝宮古統の名稲を用ひたい。 （以上については小著 Fundam-

enta!s in the Cretaceous StratigraphJ of Japan, Part III>'Chapter II滲照）

(2) 鳥巣・領石・物部川式の各岩相は鳥巣・領石・物部川各層群に特徴的ではあるが，それ以外にも現出してゐ

る。例へばこの地域では烏巣式岩相が有田層中の一部に見出され更に二川層の一部にもある。叉領石式岩

相が西廣層中に見出される。この為に従末これら諸層の一部が誤つて烏巣統や領石統に同定されてゐたわけ

である。

(3)翌従末上部白垂系と考へられてゐた井闘暦は古白型系上部統なる上部物部）II層群西廣層の同時異相で

ある,o 

(4) 外椰北半部の上部白墾系の諸累層は局部々々でかなり相異した岩相を示しはするが．又共涸した褻達朕

態をなし，これを一括して一層群として扱ふのが適切である。 内帯南部の和泉砂岩層群プロバーと共に，か

つてはこれを廣毅の和泉砂岩として扱ったこともあるが，技には外和泉層群といふ名稲を提唱したV 。本地

域内でも外和泉層群は登逹朕況の局部的雙化にと み，松原層，二JII層鳥屋城層を分ち得る。 二）II層は松瞑

層中上部に相嘗するらしく，二川層の一部は鳥屋城層に岩層が移化する。 尚，金屋層と稲せられてゐたもの

の野外における層序圃係は未詳である。

III. 地質構造

｀ 和歌山縣有田川流城地方に示芯れてゐる地質構造には次のやうな注意すべき具体

的事賓が観察芯れる。 （地質圏及地質晰面圏参照）・・

(1) 前章に記した後期中生界の諸岩層は概して緞曲度の強い緻曲構造をなし，鳥屋

城山や西廣附近に見るやうな緩慢な向斜構造の形はその一部分に過ぎない。 緞曲軸

而は東西乃至東々北西々南に走り，多くは南方に急斜し，為に背斜の北翼並に向斜の

南翼が少しく輔例してゐることもあるが，大規模な横臥鍛曲は形成＄れてゐない。鍛

曲の振幅は比較的小芯く，基盤の現出朕態と併せ考へると比較的漫所型の構造であ..,,.,. 
るといへる。但し内部の小構造としては小摺曲・小スラストが多敷骰逹し，形の上で

は薄殻型鍛曲なりと記述すべき部分もある。

（2;） 背斜部に相営する所には一種の衝上構造（スラスト）が見られることが多い。

その構造の注意すべき肝要な部分が露出してゐるのは湯漫濶南岸の天皇山スラスト

と栖原東方のスラストである。 こヽには白要系の基底部をのせた基盤の一地塊片が

上層部たる鍛曲じた白型系岩層の中に“衝入’'（偶稲の新術語）した形が観察＄れ

る。これらのスラストも南傾斜である。

（3}基盤を構成する古生界の岩石は後期中生界のそれに比し確然と強烈な幾形を

示すが，その中を切つてスラストが幾つか骰逹し，澤山の．衝上地塊片に分れてゐる。

これも南傾斜のものが多い。高田に小露出を示す後期中生界は湯棧附近のものに到

比笛れ，領石・下部物部川屑群に関するが，これは元来甚盤Kに顕著な不整合を以ての
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つてゐたものが一方をスラストで切られつヽ，偶々一つの甚盤衝上地塊の一片に残存

してゐるのである。

古生界の岩石中には粘板岩化し更に千枚岩化したものがあり，これらが後期中生界

の礫として入って来る。他方後期中生界の岩石はか＼る動力鐙成作用を受けてゐ

なU'o

(4) 天皇山スラスト及栖原のスラストに滸ひ衝入状の地質構造の形を以て現出し

てゐる岩石は賓に複維であつて次のやうなものがある Q

（じ 秩父系に比較吝るべき粘板岩，砂岩，角岩及石灰岩より成る累層。

且り 花岡閃緑岩類：愛化の少い部分で見るご元来閃雲トーナライトと稲すべぎ岩石

であつたと推定ごれ，片理がある。しかし大部分では程度の多少はあれ枯しく‘‘破砕

麟造’'を示し，長石の愛化，有色鍍物の緑泥石化，その他の鍍物菱化がある。 この花

閻閃緑岩中には大小種々の形状で基性緑色岩（、］角閃石岩，菱質斑蠣岩，愛質輝緑岩）が

含有ごれ，これらも亦破悴作用を受けたと考へられる構造を示す。又花闇閃緑岩類を

切るアプライト岩脈があるがこれ亦破悴ごれてゐる。

3) ミロナイト様岩石：破悴花岡岩類に密接に伴ひ帯緑色緻密堅硬なヘリフリンタ

朕岩石がある。之は前記火成告類の破悴作用の著しく進んで生じたミロナイトと一

應考へられる。か＼るミロナイト様岩石があたかも岩脈のやうな産朕を早してゐる

ともある。ミロナイト様岩石の一部は緻密な石英斑岩と園別が困難である。

(4) 或る種の愛成岩類：天皇山衝入地偕の一部である名南風鼻の破砕花岡閃緑岩の

北側，次記蛇紋岩類の南側に特異な・或る種の愛成岩類が現出してゐる。 それは緑色

片岩，更に結晶度の高い角閃岩 (amphibolite)又は片廠朕角閃石斑概岩質岩，同じく

i，；ー1：度の菱成作用の下に形成＄れたと逍例考へられてゐる雲母片岩・片麻岩，含柘楠

石・緑簾石白粒岩 (granulit€) の類である。

(5) 蛇紋岩：片朕を呈することが多いc 又珪化・炭酸嫌化作用を受けてゐるものが

ある。

前記 (4)の菱成岩中には蛇紋岩の小脈が切り，又成分鎖物の蛇紋石化を認め，或る部

では蛇紋岩中に加刈岩類が捕獲されてゐるのではないかと見えることもある。

以上の外に必ずしも衝入構造の部やスラスト地帯のみでなく，岩脈状に輝緑岩゜玄

武岩類が出てゐるが，これには鐵物髪化は認めても破砕構造を殆んど認めない。又こ

の基性岩脈と闊係をもつであらうと考へられる鎖化作用がある。

上記の諸岩石には熱水溶液作用が著しく，緑簾石，方解石，プレーナイト，曹長石

などが生じたりそれらの小脈か切つてゐたりする。 火成店類に接ずる後期中生界の

岩石には熱髪質は認められず，熱水甦質を受けてゐるのみである n 又ミロナイト様岩
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石と中生界岩石との混在した一種の角礫岩を認める。他方秩父系と考へられる前記

石灰岩は花樹閃緑岩に接し結晶質となり，その一部は明らかに火成岩中に捕獲3れ

てゐる。

(5) 後期庄生界並びに甚盤の緞曲構造やスラストを切り，直北性と北々東性の断暦

系統が登逹してゐる。 これが中生界諸層の＇緻曲構造形成の差動に闊卿して生じたも

のか，全く後成的のものかはこの地域の資料だけからでは決定できな七％

IV. 外帯の地質構造頚達史に調する新知見

西南日本外帯の地史解析の一代表地ともいふべぎ和歌山縣有田川流域についての

上記の具体的観察事項から，外帯の地質構造登逹史に闊し次の新知見が得られる。

(1) 古生界基盤と後期中生界との構造的間隙

後期中生界と秩父系及御荷鉾系との間に地質構造史的間隙が著しいことは II章に

記述の層序上にも III章の地質栴造上にも明示されてゐる。白堕系堆積前には少くも

外帯北半の古生界は既に著しい地殻愛動を受け，敏曲梢造を成し，千枚岩類や緑色雙

成岩類も形成＄れてゐた。今H衝入構造の部分に出てゐるやうな過囃基性岩，蠅基性

岩並に花蘭閃緑岩類が，この時紙に貰入しーてゐたか否かについては未だ晰定出来な

いが，その可能性をかなり有力に考へてよい事賓がある。而して古白堡系堆積営時並

にそれ以降には古生界は基盤の役割をなしてゐる。 白咽系の堆積物の性朕（岩相・厚

さなど）からは白艇紀嘗時こヽにいはゆる正地向斜朕況ではなく，むしろ幾分動揺の

ある陸棚的朕態が推定される。 以ーヒの点に於いて嘗時の外帯北半の地質的朕況が中

部九州によつて代表＄れる地域の状態とかなり類似してゐるやうに豫測される。

(2) 後期中生代の地殻菱動階梯

本地域では新白栄系（外和泉層群）が或る一部では古白郡系の上位に平行的に累重

してゐるが墓底礫岩の著しいものがあり，他の一部では千枚岩化した古生界を直接不'

整合に被つてゐる。一般に外帯全般として大観すれば，新白咆系は種々の古期岩類を

不整合に被ひ古白．聾系とは悛逹朕態を異にし，地質構造的の愛形も古白要系のそれと

は異ることがある。従って径来強調されてゐた白明紀中薬の佐川階梯の地殻痙動が

外帯で軍要なことは否定しない。

営地域の後期中生界の層序からは，（1)白咽紀前又は白褪紀初饒，（・2)古白遥紀中頃

9有田川世•宮古世間），（3) 古白墾紀•新白平境頃の三つの顕著な地殻愛動階梯が認め
られる。これらに相應する階梯は他の外帯中生界疲逹地の層序にも表現されてゐる。

而してこれらは時期として従来言はれてゐる大賀（内帯に著しいと考へられてゐる），

大島（東北日本に著しV・と考へられてゐる），佐川（外帯に極めて箸しV・と考へられて
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ゐる）の三階梯に相應する。この外四國の材料•（七良谷層と烏巣層プロパーとの間の

層序間際）に示されてゐるやうに，ユブ紀傍半中の階梯もあるらしい。災するに，ュ

-f紀後期から白堡紀中虻に亘る新期中生代中のかなり永ぃ期間中にいくつかの階梯

を純て構造的愛形が進行していつたものと鮒すべ合であって佐川階梯の短い一時間

の鐙動のみを軍要視するのは妥常でないと考へられる。 このことは更に深い地質學

的の意味を含蓄するものと豫見ごれ西南日本内帯並に東北日本，進んでは東栢・環

太平洋地域における具体的事貰の追究と併せて考究中である。

(3) :h生代後の地殻差動

常地域でみると，古白要系と新白堅系との間には堆積状態の急差はあるが，その間

の構造的間隙は甚だしくは大老くない。 研白慨系の地層は古白墾系の地層と共に同

ーまたは類似の緻曲柚造を形成してをり，スプスト梢造にも参奥してゐる。従つてこ

れらの地／晉の髪形を先成させた地投愛勁は中生代（研白覗紀〉後である。その時期は

嘗地域のみでは決窓し難いが，種々の資料から推し，倉らく冶三紀中の自分のいふ高

千穂階梯を中心とした地穀菱動期であらう。

この時1)地投姿動により，基盤中には地塊面上梢造 (Bruchuberschiebung),J：層部

の地層には比峻的淡所見だがなり強い蟄曲度を持ち屡ミ同斜状急傾倒を示す鍛曲概

造が形成ごれ，雨者と比に課記の特異な衝人枯造の形も現出した。この衝入構造部に

熱水溶液作用やいはゆ凧破砕作用が行はれつ＼ ｀火成岩・髪成岩類がある意味では

再貫入して，ほゞ今刊見るやうな状態を完成するに至ったのもこの時期に於いてゞ

あらう。

． 要するに外帯の特徽ある地質梢造の形成にば勿臨中生代とそれ以前の地投蓮動も

集つてゐるが，中生代後の菱動も極めて重要な役割を演じてゐるといはなければな

らない。

(4) 今後悧究を要する諸点

1 1) 今[[J_1利歌山縣打田川流域中生芥盆地の研究から得た知域は従来四國，特に佐川盆

地を中心として観察推定こ芯れてゐる事頃と謁和しない点が少くない。 ｛足つて四國の

材料に就き再楡叶が必要である。他方面部几州（八代ー」求磨中生界地幣）には調和す

る事賓が観察ごれつ＼あり，又他を紬「人得る面究素材もあるやうに豫察され，か＼る

認味で精査の1質値がある。

(2) 西南日本外幣はいはゆる佛像・糸川線（むしろ外儒中部枯造緑と梱すべ蓉か）を境

として北牛と南半とに大別され，北半は更に愛成店臀ど戻成店が令り著しくなく主と

して秩父系より成り，その所々に後斯中生芥化夕忍存することのや＼多V・中部栴とに分



， 
けられる。今回得られた知識は外帯北半，特に主として中部幣に醐する事項であつて，

これを外帯全般にどの程度まで及ぽしてよいかには幾分問題がある。特に所謂時代

未詳中生界•新生界より成る外帯南半の地史は未知の点多く，この方面にも新しい攻

究を展開していかなくてはならない。而してこれら全般を比較考究して更に新たな

知見を把握すべぎである。

(3) 絃に衝入構造と恨稲して記述した特異な地質構造は外帯北半の各所に認められ

・しる。而してそこに現出してゐる火成岩遵g成岩類の岩石地質學的研究は未完成でその

地史には未確定の点がある。類似の現象は外帯以外の地域にも自分は認めてをり，か

ヽる構造の地質學的意義にはかなり深いものありと豫想＄れ，追究を績けてゐる。

(4) 西北性及東北乃至北々東性断層系統は外帯に骰逹する地質構造の特性の一・つに

敷へ上げられてよい。従来これの意義については余り深く研究されてゐないが，問

題としてとりあげる必要がある。

謝 僻 憫筆するに営り本研究の基礎となった従来の幾多の先t五即究に深く敬

意を表し，本研究に到し直接激動を賜り，数示・批判・討論を典へられた今野教授，杉

教授，小林教授，學友牛来正夫，杉山隆二，井尻正二の諸氏に厚＜戚謝の意を表する。

又研究の..,...部には文部省自然科學研究費を使った。特記して営局に謝意を表する。

(1945年 5月 1日）

ヽ



10 

.I t

他

奴

＂
ヽ

入
．
 

次
料
キ
生
匁
ー

r

ぷ鉗

ふ
3-

占ヽ・

序

ー

ー

ー

ー

ー

：

ー

（

＼
 f

 

鬼

．

人

繕

衝

心

層

屠

心

R
'

守

、

層

層

念

ぃ

R

豪

;

”

森

田

瘍

弁

も

右

閑

ホ

芥

芍

必

苓

9

,

 

国
国
図
国
国
匡
羹
涵
」

f
、

和

：

危

臼

雌

舒

ヽ
｀
ー

’
•
•
’
i
~

紐

｀

雇

：
，
芦

ら
/
-
、
＼

:5ぷ
化

、

4
1

‘、

℃

’

y

:

;

X

I

 

z
1

「
\
、
こ
いU
、
ル
？
〗
／
〗

9
/ィ,
1
'
[

〗

f
;
”
f
-
[

〗
〗
〗
口"
t
`
L

」
松A

[。
こ
ロ

-
〉

r

｀
へ
雲

A
r
[

；
戸

:9:
、
こ
＼
匁
/
庄
o
t

:
i
Y・

ッ [
O
{

＼
三
~
‘
‘
'
炉
〗
・
：
口
：
升

i
/
P
C

ー
ダ5/
7

11919

>

p.

J,I 
j
r
'
[

—
」
ふ
｝
¢
ご
·
正
＼
へ
阜
’
:
｀
、
パ
〗
ロ

叩
出e
i
i叶
虞
亨
己

□

し
｀
｀
、
‘
｀
べ

f・
い
~
〗
'
\
r
e
-

―-
tィ I
t
z
-
k
/
i

＇ 

＇ ヽ
0

/

'

，

'

'

，

/

q

[

9

マィ

V

9

,

．ー、

'

’

.

｝

-

?‘ん／
一

ヽ

.
i

、

翠
T

、

[

后

w:E;ヤ

-Nh

、‘
9

、̀

-

h

f

 

．、↓. 

〗
いe
]

〗
長

\
c
s
[

｀
一
名
屋
ィ

k
一
、‘

‘
t
p

Y
 

〗

□
口
l
t
9
/
A

[
[
し
/
〗
｛

f
.
`
k
)
/

•I 

i
 

ヽ

｛
 

4
f
 

、

i
f

＼

ー

＼

ー
ー

．` 
ー`

]

1

 

＼
 ‘r

`
 
巾

胃

-← 

夕

ジ
r ••• 

--← 

r"
浮
石

色
-片ふ99

 

、・s”む片

ナ

~古～

ふ益

[

、

r

桑

t

片

t集g
a
 

ー・ー・そ•一ー 背斜紬

- -•未•- - 向斜紐

,"-～̂ -←西ぷ

第 1 圏
和歌山縣有田郡湯淡町附近庫質圏



11 

悉

tゞ

塞

、
j

塁
量

翌
苔

9EFJ)-l羞

i

汚
沖
心
姑
娑
拿
瞬

甘
答
羞
益
田
｝
｝

1
9
*
2

封
麻
）
、

3
 

Z
 

一

t
t
仁．

I
I
t
t
'

4
 

グ＿＿

t

.

i

[

パ

」

，

0

9
[
ぶ
/
〗
/
且
/
／

l
-―□:
〗
ぷ
引
＼
二

F
 ロ

□
〗
口
中
[

臼
〔
入
｀
〗
/
一

i

.

i

z

!

t

し

1
'
‘

・知・

¥

l

t

t

t

t

t

>

t

'

 

..• 

，ヽ

P
r
n
}
 

｀
 

1-⇒ r・7 
溶ii年＇戸 ii7r;1; 
し、jL:J/Nii忍＇

/ r・-9,...、
L←—」 L'i 缶 liご！

泊
--.J し

;祉去 →i... J 

丼 II ii約
如 a
入

全布- K祖→ン

は:命命淑:
ょー
ぶ

姻暉虹‘

こ2

！且 x
t ! i 

＇ I吟

0: i 

0
~
 

ト
ー
ー
」
|
し
ぷ

r,1 ・
・
・
｀
：
｀
・
蕩
如

A
ぶ
ぎ
臣

e, .... 

点
3
訴

••• 

,
 

••.•.••• 

L

ご
ら
迄
曲

兌^
ほ
5
蛉
．

al"5g．
一
酔た

汎

ぶ

"e

討
沿
祉

r
ぷ、

柑

芦
洛

＇ 



12 

／和歌山縣栢田邸中 生界偉此罠I員断面園

； 塁 叩知
山 x.

＇ ダ・'，、'
み

.'・  

予—•` • →←こ二：——•'万ニーご‘:9--•一 、.
／勺□ぢ’・贔芦

會・',.. 9 • • ・ヽ ;9., '‘,•,i ,. • t y ¥I 、・ • ! ・. ・ •ヽ ・, ・・ ！， ＼ 公 ↓9 ―・ 

｀ヽ ．、、．．，・／ノノ＇乃 II・,J ¥‘‘’ゞに 1

＂h. 叫 Iz 、ん，べr‘NL A• 
醗

*
r、

r̀
'
、

ャ
文

，
り

J潟

ヽ·,＇’’\＇ m・・~
1, 0 、‘、,'..... ¥ 

｀`ら
‘‘ ‘‘ 

元
”
絡

D
 

ア

D
 

，
O．予
HK

岱
「

．．
 

／
 

ヽ
芯
ぐ
｀
．

渚

臼

"

戌
茶二」

ggoo.oog 

こ

5
4
3
2
1

ニ
ニ
ニ

—-

c・ 

... 3” 

9rf,． 
弔 ?

J
 

圏． 和歌山縣イ］田郡Il1牛．界盆地地質噺面圏




